
 

 

 

 

ＳⅰＯ-Ｘコントローラ 
   

対象コントローラ 

ＳｉＯ-Ｘ３ 

取 扱 説 明 書 

第 １．２ 版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

                               保 証 範 囲 

 

          保 証 期 間   ご購入後１年間 

 

１．この製品は、お買い上げ日より１年間保証しております。 

製造上の欠陥による故障につきましては、無償にて修理いたします。 

なお、修理は弊社工場持ち込みにての対応となります。 

      ２．保証期間内でも下記事項に該当する場合は除外いたします。 

        ａ 取扱説明書に基づかない不適当な取扱い、または使用による故障 

        ｂ 電気的、機械的な改造を加えられた時 

        ｃ 火災、地震、その他天災地変により生じた故障、損傷 

        ｄ その他、当社の責任とみなされない故障、損傷 

      ３．本保証は日本国内でのみ有効です。 

      ４．保証は納入品単体の保証とし、納入品の故障により誘発される損害は 

        保証外とさせていただきます。 

 

 
 

ＳＵＳ株式会社 
https://www.sus.co.jp/ 

 
お問合せは、Ｓｎｅｔｓ営業までお願い致します。 

 

〒439-0037 

静岡県菊川市西方 53   TEL：0537-28-8700 
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１ はじめに 

 

この度は、ＳⅰＯ-Ｘコントローラをお買い上げ頂き有り難うございます。 

 

本取扱説明書はコントローラの取り扱い、運転方法等について詳細に説明してありますので、 

よくお読みになり正しく御使用されますようお願いいたします。 

設置後は、本書を製品の近くで保管し、製品を扱う全員の方が定期的に見るようにしてください。 

 

本取扱説明書はＳｉＯ－Ｘコントローラに対応しております。 

 

他のＳｉＯシリーズをお使いの方はそれぞれ以下の取扱説明書を参照ください。 

ＳｉＯ３．２/Ｎ３/Ｎ３ ＰＮＰ/２ Ｒ２/Ｎ１ Ｒ２  → 『ＳｉＯコントローラ取扱説明書』 

ＳｉＯ－Ｃ                    → 『ＳｉＯ－Ｃ取扱説明書』 

  ＳｉＯｔ/ＳｉＯｔ１/ＳｉＯｔ３/ｔ３ ＰＮＰ   → 『ＳｉＯｔコントローラ取扱説明書』 

  ＳｉＯ２/ＳｉＯ２ＰＮＰ/ＳｉＯ３/ＳｉＯ-Ｎ１   → 『ＳｉＯ２、ＳｉＯ３取扱説明書』 

ＳｉＯ‐Ｎ１ ＴＢ                            → 『ＳｉＯ ＴＢ取扱説明書』 

 

本取扱説明書に記載されている内容は製品改良の為、予告無しに変更する事があります。  

最新の情報は、当社ホームページをご覧ください。 https://fa.sus.co.jp/products/sio/

  

■ ■１.１ 付属品について ■ ■ 

製品がお手元に届きましたら、付属品の確認をお願いします。 

     □ ＳｉＯ-Ｘコントローラ         □取扱説明書（簡易版） 

 

          

                                  

 

 

 

 

 

 

     □ 非常停止コネクタ 

https://fa.sus.co.jp/products/sio/
https://fa.sus.co.jp/products/sio/
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■ ■１.２ 安全にお使いいただくために ■ ■ 
 

安全にお使いいただくために、よくお読みになり正しくお使いください。 

以下に示す内容は、お客様や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するためのものです。 

 

 

 

 

 

 

■■■■■  警  告  ■■■■■ 

●本書に記してあること以外の取り扱い・操作は原則として、「してはならない」と解釈 

してください。 

  ●コントローラの故障した場合や信号線の断線、瞬時停電などの異常発生の場合にも、 

システム全体が安全側に働くよう十分に安全対策を施してご使用ください。 

●人命に関わる装置には使用できません。 

●作業される場合は、必ず電源を切った後に行ってください。 

●濡れた手でコントローラを触らないでください。感電の恐れがあります。 

●コントローラは不燃物に取り付けてください。火災の原因になります。 

●各コネクタには仕様に合った電圧以外は印加しないでください。 

また、極性を間違えないようにしてください。 

●コントローラの分解や改造は行わないでください。 

■■■■■  注  意  ■■■■■ 

●コントローラは精密機器です。落下させたり、強い衝撃を与えたりしないでください。 

●コントローラを廃棄する場合は、一般産業廃棄物として処理してください。 

●電源ケーブル、入出力ケーブルは３０メートル未満で、使用してください。 

●ＵＳＢケーブル(バーコードリーダ)は３ｍ以下のものを使用してください。 

 

■ ■１.３ 欧州ＥＣ指令への適合について ■ ■  

当社は、以下に示す製品がＥＣ指令の必須要求事項を満たしていることを確認しています。 

適合試験は第三者機関で行い、適合規格を満たした製品はケース上に認証マークを表示してい

ます。 

機器 型式 欧州ＥＣ指令 規格 

ＳｉＯ 

コントローラ 
ＳｉＯ‐Ｘ３ 

ＥＭＣ指令 

２０１４／３０／Ｅ

Ｕ 

ＥＮ６１３２６－１：２０

１３ 

 

認証マーク

この表示は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」 

内容です。 

この表示は、「傷害を負うまたは物的損害が発生する可能性が 

想定される」内容です。 
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２ 概要 

ＳｉＯコントローラは、コンパクトでプログラマブルな入出力コントローラです。 

出力をＯＮ／ＯＦＦする条件を選択式の簡単なプログラマで設定します。 

 

＊コントローラの詳細は、「７．仕様」をご参照ください。 

ＳｉＯ３．２／ＳｉＯ－Ｎ３／ＳｉＯ－Ｎ３ ＰＮＰ／ＳｉＯ２ Ｒ２／ＳｉＯ－Ｎ１ Ｒ２ 

コントローラは『ＳｉＯコントローラ取扱説明書』をご参照ください。 

ＳｉＯ－Ｃコントローラは『ＳｉＯ－Ｃ取扱説明書』をご参照ください。 

ＳｉＯｔ／ＳｉＯｔ１／ＳｉＯｔ３／ＳｉＯｔ３ＰＮＰコントローラは 

『ＳｉＯｔコントローラ取扱説明書』をご参照ください。 

ＳｉＯ２／ＳｉＯ２ＰＮＰ／ＳｉＯ３／ＳｉＯ－Ｎ１は『ＳｉＯコントローラ取扱説明書』を 

ご参照ください。 

ＳｉＯ‐Ｎ１ ＴＢコントローラは『ＳｉＯ ＴＢ取扱説明書』をご参照ください。 

 

 

 

型式 
入出力 

取り付け方法 
入力数 出力数 タイプ コネクタ 

ＳｉＯ－Ｃ－Ｇ ８ ８ ＮＰＮ 
フラットケーブル 

コネクタ 
ＧＦ（Ｎ） 

ＳｉＯ－Ｃ－Ｄ ８ ８ ＮＰＮ 
フラットケーブル 

コネクタ 
ＤＩＮレール 

ＳｉＯ－Ｃ－Ｐ ８ ８ ＮＰＮ 
フラットケーブル 

コネクタ 
ネジ止め 

ＳｉＯ２ ６ ４ ＮＰＮ e-CON ＧＦ（Ｎ）／ＤＩＮレール 

ＳｉＯ２ＰＮＰ ６ ４ ＰＮＰ e-CON ＧＦ（Ｎ）／ＤＩＮレール 

ＳｉＯ３ １６ １６ ＮＰＮ e-CON ＧＦ（Ｎ）／ＤＩＮレール 

ＳｉＯ３．２ ３ ２ ＮＰＮ e-CON ＧＦ（Ｎ） 

ＳｉＯ２ Ｒ２ ６ ４ ＮＰＮ e-CON ＧＦ（Ｎ）／ＤＩＮレール 

ＳｉＯｔ ４ ２ ＮＰＮ e-CON ＧＦ（Ｎ）／ＤＩＮレール 

ＳｉＯｔ１ ８ ８ ＮＰＮ e-CON ＧＦ（Ｎ）／ＤＩＮレール 

ＳｉＯｔ３ １６ １６ ＮＰＮ e-CON ＧＦ（Ｎ）／ＤＩＮレール 

ＳｉＯｔ３ＰＮＰ １６ １６ ＰＮＰ e-CON ＧＦ（Ｎ）／ＤＩＮレール 

ＳｉＯ－Ｎ１ ８ ８ ＮＰＮ e-CON ＧＦ（Ｎ）／ＤＩＮレール 

ＳｉＯ－Ｎ３ １６ １６ ＮＰＮ e-CON ＧＦ（Ｎ）／ＤＩＮレール 

ＳｉＯ－Ｎ３ＰＮＰ １６ １６ ＰＮＰ e-CON ＧＦ（Ｎ）／ＤＩＮレール 

ＳｉＯ－Ｎ１ Ｒ２ ８ ８ ＮＰＮ e-CON ＧＦ（Ｎ）／ＤＩＮレール 

ＳｉＯ－Ｎ１ ＴＢ ８ ８ ＮＰＮ 端子台 ＧＦ（Ｎ）／ＤＩＮレール 

ＳｉＯ－Ｘ３ １６ １６ ＮＰＮ e-CON ＧＦ（Ｎ）／ＤＩＮレール 

ＳｉＯコントローラ 型式一覧
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ＳｉＯコントローラ使用時の基本的な構成は、以下図のような入力機器・出力機器 

との接続です。また、動作条件はパソコンと USB 接続し登録します。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                                                        

 

 

 

 

 

出力機器入力機器

基本構成

ＳｉＯ コントローラ

ＡＣアダプタ

＊オプション

押ボタンスイッチ

光電センサ

近接センサ

ＬＥＤ

ブザー

リレー

＋ＵＳＢケーブル ＊オプション

パーソナルコンピュータ

プログラム登録

入力
出力

など



など
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３ 機能説明 

 

■ ■３.１ 各部の名称 ■ ■ 
ＳｉＯコントローラの名称および用途などについて説明します。 

３.１.１ ＳｉＯ－Ｘ３ 
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番号 名 称 用  途 

① 電源コネクタ 
ＤＣ２４Ｖ入力 ＡＣアダプタを接続します 

＊電源コネクタ以外から電源供給を行わないでください 

② ＲＵＮスイッチ プログラムを実行するときはＲＵＮ（右側）します 

③ ＲＵＮ ＬＥＤ（青） ＲＵＮ時に点灯します 

④ 電源 ＬＥＤ（白） 電源ＯＮ時に点灯します 

⑤ ＡＬＭ ＬＥＤ（赤） 

ＡＬＭ時に点滅します 

ＡＬＭは以下の場合に発生します 

・シリアル通信時にエラーがあった時 

・ｍｉｃｒｏ ＳＤカードの書き込みに失敗した時 

・内部時計にエラーが発生した時 

詳細は「３.５.４ ＡＬＭについて」を参照ください。 

⑥ ＲＳ２３２Ｃ ＬＥＤ(橙) ＲＳ２３２Ｃ通信時に点灯します 

⑦ SiO Network ＬＥＤ(橙) ４８５通信時に点灯します 

⑧ Barcode ＬＥＤ(橙) バーコードリーダとの通信時に点灯します 

⑨ microUSB Type-B コネクタ ＵＳＢケーブルを接続します（USB2.0） 

⑩ ＳＤ ＬＥＤ（橙） ｍｉｃｒｏ ＳＤカードとの通信時に点灯します 

⑪ ＩＤスイッチ ＊単体構成では使用しません 

⑫ Ｅｔｈｅｒコネクタ ＬＡＮケーブルを接続します 

⑬ Ｔ１、Ｔ２ タイマ１、タイマ２を設定します 

⑭ ＩＮ  ＬＥＤ（赤） 入力信号がＯＮ時に点灯します（ＩＮ１～１６） 

⑮ ＯＵＴ ＬＥＤ（緑） 出力信号がＯＮ時に点灯します（ＯＵＴ１～１６） 

⑯ 入力コネクタ 入力用のコネクタです（e-CON（４極）×１６入力） 

⑰ 出力コネクタ 出力用のコネクタです（e-CON（３極）×１６出力） 

⑱ ２３２Ｃ通信コネクタ ２３２Ｃ通信用のコネクタです 

⑲ ４８５通信コネクタ 専用タッチパネルとの通信用コネクタです 

⑳ アース用端子 Ｍ３×４ネジでアースを接続してください 

㉑ ＵＳＢ Ｔｙｐｅ－Ａ バーコードリーダ専用の通信コネクタです 

㉒ ｍｉｃｒｏＳＤ挿入口 ｍｉｃｒｏ ＳＤカード挿入用のコネクタです 

㉓ ＥＭＧ 

 非常停止用のコネクタです（e-CON（４極）） 

 ＯＦＦになると非常停止状態になります 

付属の非常停止コネクタか、非常停止スイッチを 

接続して使用してください。 

㉔ ＲＥＳＥＴ 非常停止状態解除用のコネクタです（e-CON（４極）） 
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■ ■３.２ 設置方法 ■ ■ 

３.２.１ コントローラの設置 

コントローラの設置について、次の注意事項を守りご使用下さい。 

◆ 直射日光があたる場所での使用は避けてください。  

    ◆ コントローラの内部に異物が入らないようにしてください。 

    ◆ 高温・多湿、ホコリ、鉄粉、切削油等の粉塵が多い場所での使用は避けてください。 

 

３.２.２ コントローラへの配線 

   ＡＣアダプタやＩ／Ｏケーブルの配線を以下のように行ってください。 

   配線を行う際は、必ず電源を遮断した状態で行ってください。 

   ①コントローラ・電源コネクタへの配線 

     電源コネクタへ、ＤＣ２４Ｖを接続します。専用のＡＣアダプタ使用をお勧めします。 

     お客様で電源をご用意される場合は、以下のサイズのプラグをご用意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②Ｉ／Ｏケーブルの接続 

    入出力コネクタへＩ／Ｏケーブルを接続します。＊カチッと音がするのが正常な勘合です。 

 

 

               電源コネクタ以外から電源供給を行わないでください。保護回路を通らずに 

        電源供給を行うことになり、コントローラが故障する可能性があります。 

 
5.5mm(外径) ×2.1mm(内径)    配線記号 

 
 

               

プラグ              電源コネクタ 

               コネクタを外す場合は、レバーを押し下げてから抜いてください。 

無理に引っ張ると、断線する可能性があります。 

 

    

接続前        接続後    
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３.２.３ 動作準備 

 電源コネクタへＤＣ２４Ｖを接続し、電源を投入すると、動作準備を開始します。 

動作準備中はＲＵＮスイッチをＯＮにしてもＲＵＮ状態になりません。 

動作準備を開始すると、コントローラ上の⑩、⑧、⑦、⑥、⑤のＬＥＤが順番に点灯していき 

ます。(「３．１．１ ＳｉＯ－Ｘ３コントローラ」をご確認ください。) 

 

 すべてのＬＥＤが点灯した後、消灯を確認したらＳｉＯ－Ｘコントローラの動作準備完了です。 

 

 

 

 

 消灯後、「②ＲＵＮスイッチ」をＯＮするとＲＵＮ状態になります。 

 

動作準備を完了するまでには、電源投入時から約５秒間かかります。 
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■ ■３.３ 動作のしくみ ■ ■ 

３.３.１ プログラムについて 

   ＳｉＯコントローラのプログラムは、出力をＯＮする条件、ＯＮしている期間を設定します。 

   プログラムの編集・登録は、専用ソフト「ＳⅰＯ-Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ」で行います。 

 

   ４つの項目を設定します。 

１．ON の条件･･･出力が ON するための条件 

２．状態･･･出力が ON する条件 又は 待ち時間 

３．OFF の条件･･･ON になった出力が OFF するための条件 

４．出力方法･･･出力の方法 

 

  例：ＩＮ１がＯＮすると５秒経過までＯＵＴ１をＯＮさせる場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   詳細は、「４ ＳⅰＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ」、 

「ＳⅰＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ取扱説明書」を参照ください。 

IN1    

 

 

                

 

OUT1   

 

 

                  5 秒間 
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３.３.２ 動作処理について 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＳｉＯコントローラは上記の処理を繰り返し実行します。 

   

 

 

３.３.３ 入力応答時間について  

   入力のＯＮ／ＯＦＦ時間は１０ｍｓｅｃ以上が必要です。  

   １０ｍｓｅｃ以下の場合、読み込むことができません。 

 

 

 

 

 

IN1 ON

OUT1 ON

入力処理 

（データ取得） 

出力処理 

（データセット） 

プログラム処理 
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■ ■３.４ 設定について ■ ■ 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３.４.１ ＲＵＮスイッチ 

ＲＵＮスイッチを操作し、プログラムの実行／停止を行います。 

    スイッチをＲＵＮ（右側）することでプログラムを実行し、左側で停止します。 

    停止時、出力はすべてＯＦＦになります。 

    ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒからプログラムを登録する時はＲＵＮスイッチを 

停止にしてください。 

 

３.４.２ タイマー設定 

ＳｉＯ－Ｘコントローラは２つのタイマー設定トリマーがあります。 

    プログラムでＴ１、Ｔ２を選択した場合に使用します。 

  

 

 

 

 

 

  

短い     長い        

最小０秒～５秒（初期値） 

                  最大０秒～６０００秒まで設定できます。 

                  最大値はＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒで 

                  変更できます。 

 


小型のマイナスドライバーでトリマーを設定します。 

RUNスイッチ

タイマー1 

タイマー2 
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■ ■３.５ 入出力について ■ ■ 

３.５.１ 入出力コネクタ（ＳｉＯ－Ｘ３） 

 

 

入力コネクタ IN1～16 

＊37216-62A3-004PL<3M> 

 

入力コネクタ  

  左：非常停止 右：リセット信号 

＊37208-62A3-004PL<3M> 

 

出力コネクタ OUT1～16 

＊37212-62A3-003PL<3M> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊入出力コネクタ接続時には、e-CON 準拠品をお使いください。 

また、e-CON 付き各種ケーブルを用意しております。 

「５．オプション」に記載の当社ホームページを参照ください。 

 

入力（e-CON 4 極）のピン配列    出力（e-CON 3 極）のピン配列 

ﾋﾟﾝ No 信号名 

1  24V * 

2 - 

3  0V * 

4 入力信号 

 

   ＊ 24V・0V は、それぞれコントローラ内部で電源入力の 24V・0V に接続されています。 

 

 

 

コネクタ 入出力 信号名 コネクタタイプ 

入力コネクタ 

IN1 ～ 16 
入力 IN1 ～ IN16 e-CON(４極) * 

出力コネクタ 

OUT1 ～ 16 
出力 OUT1 ～ OUT16 e-CON(３極) * 

入力コネクタ 

左：非常停止 

右：リセット信号 

入力 
非常停止, 

リセット 
e-CON(４極) * 

ﾋﾟﾝ No 信号名 

1  24V * 

2  0V * 

3 出力信号 
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３.５.２ 非常停止について 

   非常停止コネクタに接続されている機器が OFF になると、コントローラは非常停止状態 

   （ＥＭＧ）になります。＊電気的に遮断するものではありません。 

   ＥＭＧ中はＳｉＯ－Ｘコントローラの挙動は以下のようになります。 

   現在のコントローラの状態を確認するには、ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒのモニタ機能 

   をご利用ください。 

３.５.３ リセット（非常停止状態解除）について 

   ＳｉＯ－Ｘコントローラの非常停止状態は、非常停止をＯＮにし、その後、リセットをＯＮに 

することで解除されます。 

＊先にリセットがＯＮの状態で非常停止をＯＮにしてもＥＭＧは解除されません。 

必ず非常停止をＯＮにした後にリセットをＯＮにしてください。

ハード名（信号名） 挙動 

ＲＵＮ 
ＲＵＮスイッチをＯＮにしてもＲＵＮ状態にならず、 

ＬＥＤも点灯しません。 

入力コネクタ（ＩＮ） 通常時と同様の挙動です 

出力コネクタ（ＯＵＴ） 
ＥＭＧ時にＯＮのものはＯＦＦになり、 

その後ＯＮ条件が一致してもＯＮになりません 

ＦＬＡＧ 
ＥＭＧ時にＯＮのものはＯＦＦになり、 

その後ＯＮ条件が一致してもＯＮになりません 

４８５通信 

（ＴＰ ＩＮ、ＴＰ ＣＬＫ） 
通常時と同様の挙動です 

Ｅｔｈｅｒ通信 

（Ｅｔｈｅｒ１～６４） 

ＯＵＴの強制出力のみ使えません。 

それ以外は通常時と同様の挙動です 

ＭＵＬＴＩ 
ＥＭＧ時にＯＮのものはＯＦＦになり、 

その後ＯＮ条件が一致してもＯＮになりません 

ＦＲＥＥ 
ＥＭＧ時にＯＮのものはＯＦＦになり、 

その後ＯＮ条件が一致してもＯＮになりません 

Ｆｕｎｃｔｉｏｎ タイマ 
ＥＭＧ中にカウントＵＰ/ＤＯＷＮ条件が一致しても増減せず、 

リセット条件が一致しても初期値になりません 

Ｆｕｎｃｔｉｏｎ カウンタ 
ＥＭＧ中に加算/減算条件が一致しても増減せず、 

リセット条件が一致しても初期値になりません 

ＲＳ２３２Ｃ通信（ＳＥＲ） 
応答文字、切り出し値は消えずに残りますが、 

送信条件が一致してもコマンドが送信されることはありません 

時刻（ＣＬＫ） 通常時と同様の挙動です 

バーコード 

最後にスキャンされたデータ、照合結果、テキスト、 

バーコードマスタ、バーコードログは消えずに残ります 

ＥＭＧ中はスキャンしてもデータを受け取りません 

ｍｉｃｒｏ ＳＤカード 

ｍｉｃｒｏ ＳＤカード書き込み条件が一致しても 

ログデータは書きこまれません 

ＥＭＧ中でもＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒでの読み出

し、削除は可能です 
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３.５.４ ＡＬＭについて 

コントローラの動作中に異常が発生すると、ＡＬＭ ＬＥＤが点滅します。 

発生した異常によって、ＡＬＭ中のコントローラの挙動とＡＬＭの解除方法が異なります。 

詳細は以下の表をご確認ください。 

 

発生原因 解除方法 ＡＬＭ中の挙動 

ｍｉｃｒｏＳＤカード未挿入 ｍｉｃｒｏ ＳＤカードを挿入してく

ださい。 

ログ書き込みが成功するとＡＬＭが

解除されます。 
ＡＬＭ ＬＥＤ点滅 

 

通常時と変化なし 
シリアル通信：タイムアウト 接続や通信設定、コマンドを確認し、

通信を行ってください。 

通信が成功するとＡＬＭが解除され

ます。 

シリアル通信：機器アラーム 

ＳＤ書き込み失敗 ｍｉｃｒｏ ＳＤカードの容量が不

足している可能性があります。容量を

確保したｍｉｃｒｏ ＳＤカードを

挿入し、コントローラを再起動してく

ださい。 

ＡＬＭ ＬＥＤ点滅 

 

動作停止 

内部時計通信失敗 電源を再起動してください。 

非常停止状態 非常停止を解除してください。 

詳細は「３．５．３リセット（非常停

止状態解除）について」を参照くださ

い。 

低電圧アラーム 電源電圧が 18V 以下になっています。 

電源電圧を 24V にしてください。 

    

 

・ｍｉｃｒｏ ＳＤカード未挿入 

    「ログ保存条件」が一致した時にｍｉｃｒｏ ＳＤカードがコントローラに 

    挿入されていなければ発生します。 

    詳しくは「３．１０ ｍｉｃｒｏ ＳＤカードについて」を参照ください。 

 

   ・シリアル通信：タイムアウト、機器アラーム 

    シリアル通信の各種エラーが発生すると発生します。 

    詳しくは「３．６ シリアル通信(RS232C 通信)について」を参照ください。 

 

   ・ＳＤ書き込み失敗 

    容量不足などが原因でｍｉｃｒｏ ＳＤカードにログデータが書き込めなかった際に 

    発生します。詳しくは「３．１０ ｍｉｃｒｏ ＳＤカードについて」を参照ください。 
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   ・内部時計通信失敗 

    バックアップ電源が切れるなどが原因でコントローラ内の時計と通信ができなかった際 

に発生します。詳しくは「３．１２ コントローラ内時刻」を参照ください。 

 

   ・非常停止状態 

    非常停止コネクタの機器がＯＮすることで発生します。 

    詳しくは「３．５．２ 非常停止について」を参照ください。 

 

   ・低電圧アラーム 

    電源電圧が 18V 以下になることで発生します。 

    19V 以上となることで、アラームが解除されます。 
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３.５.５ 入力回路仕様 

（１）ＳｉＯ－Ｘ３ 

  

項 目 仕 様 

入力点数 
１8点 

（IN1～16、EMG,RESET） 

入力電圧 DC24V±10% 

入力電流 約 7mA／DC24V 

絶縁方式 非絶縁 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.５.６ 出力回路仕様 

（１）ＳｉＯ－Ｘ３ 

項 目 仕 様 

出力点数 １６点（OUT１～１６） 

負荷電圧 DC24V±10% 

残留電圧 2.0V 以下 

最大負荷電流 100mA/1 点 （＊１） 

絶縁方式 非絶縁 

OFF 時漏洩電流 0.1mA 以下 

   （＊１） コントローラあたりの合計負荷電流は 1.0A 以下としてください。 

 

 

 

 

 

 

 

   オプションで e-CON 付き各種ケーブルを用意しております。 

   詳細は「５．オプション」に記載の当社ホームページを参照ください。 

外部に無接点回路を接続される場合、スイッチＯＦＦ時の１点当たりの 

漏洩電流は１ｍＡ以下として下さい。 

機械式接点（リレー、スイッチ等）をご使用の際は、 

サイクルタイムなどから寿命をご考慮ください。 

また、接点が微小電流用の物をご使用下さい。 

本出力素子は、負荷短絡もしくは定格以上の電流が流れた場合は、 

内部回路が破損します。 

リレー等の誘導負荷を接続される場合は、リレーの負荷電流をご確認の上 

ご使用下さい。 

また、コイルに逆起電力吸収用ダイオードを必ず接続して下さい。 
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ＬＥＤ 

 

３.５.７ 入出力 接続例 

   e-CON タイプのＳｉＯと入出力機器の接続例です。 

   ＊NPN タイプの接続例です。 

 

１．押しボタンスイッチをＩＮ１に接続する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．センサーをＩＮ２に接続する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．ＬＥＤをＯＵＴ１に接続する 

 

 

 

 

 

 

 







押しボタンスイッチ 

センサー 

e-CON プラグ配線 

e-CON プラグ配線 
 

e-CON プラグ配線 
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■ ■３.６ シリアル通信(RS232C 通信)について ■ ■ 

    測定器などのシリアル通信（RS232C 通信）対応機器と通信し値を読み出すことができます。 

３.６.１ 通信設定 

項目 内容 

通信速度 2400、4800、9600（初期値）、19200、38400 

データビット長 ７、８（初期値） 

ストップビット長 １（初期値）、２ 

パリティチェック なし（初期値）、奇数、偶数 

連続データ受信モード 有効、無効（初期値） 

タイムアウト設定 １（初期値）～６０秒 

データ送信後、設定時間経過までにデータ受信が 

ない場合、シリアルタイムアウトエラーになります 

エラー判断文字 最大１０文字を設定 

設定値と受信データの先頭が一致した場合、機器アラーム 

となります 

  

 

 

 

 

 

 

 

   ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒに登録された機器を選択することで自動入力ができます。 

   詳細は「ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ取扱説明書」を参照ください。 

 

３.６.２ コマンド設定 

   送信タイミング、コマンド、応答文字数等を設定します。 

   設定した信号が ONすると接続機器へコマンドの送信を行います。 

   ＊接続機器との通信はＲＵＮ状態の時のみ行います。 

   ＊複数のコマンドに同じ条件がある場合一番設定 No の数字が小さいコマンドが送信されます。 

   ＊シリアル通信の間隔は 1秒以上開けてください。1秒未満の場合、データが正しく受け取れ 

    ない可能性がございます。 

 

  

  

  

  

  

 

 

   詳細は「ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ取扱説明書」を参照ください。 
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３.６.３ ＲＳ２３２Ｃ通信コネクタ 

   コネクタ型式：1814809（Phoenix Contact） 

ピン配列 

ﾋﾟﾝ No 信号名 

1  0V * 

2 Tx 

3 Rx 

4 - 

5 - 

     ＊0V は、コントローラ内部で電源入力の 0Vに接続されています。 

  ＊オプションで通信ケーブルを用意しております。「５．オプション」を参照ください。 

 

３.６.４ ＲＳ２３２Ｃ通信ケーブルの接続 

    ２３２Ｃ通信コネクタへＲＳ２３２Ｃ通信ケーブルを接続します。 

    ＊奥までしっかり差し込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.６.５ シリアルコマンド送信間隔について 

 

    ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒのパラメータタブで、コマンドの送信間隔時間を 

設定できます。 

    コマンドを送信してから設定時間の間コマンドが送信されなくなります。 

    データの受け取りが上手くいかないとき、送信間隔時間を長めに設定してください。 

    初期値は 0.5 秒となっています。 

    「３．１３ コントローラ動作間隔設定」も参照ください。 
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３.６.６ 連続データ受信モードについて 

連続でデータ送信を行うシリアル機器に対応可能なモードになります。 

 

 ・使用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・通信設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SiO-X3

トルクドライバーなど

受信

データ送信

受信

データ送信

リクエスト不要の通信に対応
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■ ■３.７ バーコードについて ■ ■ 

    バーコードリーダと通信を行い、データを読み出すことができます。 

＊弊社指定のバーコードリーダ（SUC-1023）をご利用ください。指定以外の製品の場合、 

     正しく読み込めない可能性がございます。詳しくは「５．オプション」を参照ください。 

 

    ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒからバーコードリーダで読み込んだデータと 

    比較する照合テキストや、照合テキストの一致条件を最大 800 個設定することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    詳細は「ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ取扱説明書」を参照ください。 

    ＊設定できる文字は半角英数、記号(`～!@#$%^&*()-_=+[{}]\|;:’”,<.>/?)、スペース 

     のみです。 平仮名、カタカナ、漢字、上記以外の記号は設定できず、認識できません。 
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３.７.１ 設定項目 

    ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒからバーコードスキャンの設定が行えます。 

通信失敗による動作不良を防ぐための、「キャラクタ間最大待ち時間」を設定することが 

できます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ver1.30 からキーボード配列を日本語と英語の切り替えが設定可能となっています。 

バーコードリーダの設定と対応させて、ご使用ください。 
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３.７.２ バーコードリーダの接続  

    ＵＳＢ Ｔｙｐｅ－Ａへバーコードリーダを接続します。 

    読込中は LED が点灯し、読込完了するかキャラクタ間最大待ち時間を超えると消灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ＊バーコードリーダは、文字データの送信間隔が１０ｍｓ以上でご使用ください。 

送信間隔や設定言語が違う場合、正しくデータを受け取れません。 

    ＊バーコードリーダは USB-HID のものをご利用ください。一部読込できない機器があります。 

 

３.７.３ バーコードリーダのスキャン 

    バーコードリーダでバーコードをスキャンすると、LED が点灯し、データを受け取ります。 

    データの終端文字を受け取るか、キャラクタ間最大待ち時間を超えると LED が消灯します。 

    ＊接続機器との通信はＲＵＮ状態の時のみ行います。 

 

    スキャンが完了すると「バーコードスキャン信号」が ON します。 

    また、スキャン後、「照合テキスト」で設定した条件とスキャンデータの照合を行います。 

    照合結果によって、OUT や FLAG の制御が可能です。 

   詳細は「ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ取扱説明書」を参照ください。 

    スキャンしたデータは、電源を切るか、「最終スキャンデータ初期化」を行うまで残ります。 

    「３．７．１ 設定項目」で設定した条件でスキャンデータの初期化が可能です。 

    スキャンデータが初期化されると、最終スキャンデータ初期化信号が ON になります。 

    ＊既に初期化済の状態で初期化を行うと最終スキャンデータ初期化信号はＯＮになります。 

 

３.７.４ バーコードスキャン設定 

    キャラクタ(文字)間最大待ち時間を設定できます。 

    SiO-X コントローラは、バーコードリーダが読み込んだデータを 1 文字ずつ受け取ります。 

    キャラクタ(文字)間最大待ち時間を設定することにより、終端文字が無い場合でも 

    データの判定ができ、50文字以上の長いデータも受け取ることが出来ます。 

    ＊50 文字以上のデータを受け取った場合、先頭 50文字までのデータを照合します。  

     文字後方一致、後方英数確認は 50 文字目を一番後ろのデータとして照合します。 

    ＊データの受け取り中はバーコードマスタの登録・初期化、バーコードログの初期化、 

     最終スキャンデータの初期化は実行されません。データ受け取り中かどうかは、 

     Ｂａｒｃｏｄｅ ＬＥＤ(橙)をご確認ください。点灯している間はデータ受け取り中です。 
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３.７.５ バーコード読取り間隔について 

    ＳｉＯ－ＸＰｒｏｇｒａｍｍｅｒのパラメータタブで、読取り間隔を設定できます。 

    バーコードを読取りしてから設定時間の間、バーコード読取りができなくなります。 

    データの受け取りが上手くいかないとき、読取り間隔時間を長めに設定してください。初期 

    値は 0.5 秒となっています。「３．１３ コントローラ動作間隔設定」も参照ください。 
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■ ■３.８ Ethernet 通信について ■ ■ 

    ＰＣなどの Ethernet 対応機器から、ＳｉＯ－Ｘコントローラの入出力状態などを読み出す 

    ことができます。 

    また、プログラムで使用できる Ether フラグの制御を行うことができます。 

    ＳｉＯ－Ｘコントローラは、ＴＣＰサーバとして動作します。 

    接続先をクライアントに設定して使用ください。 

    詳細は「ＳｉＯ－Ｘコントローラ Ethernet 通信取扱説明書」を参照ください。 

  

３.８.１ 通信仕様 

  

項目 内容 

チャネル数 １チャネル 

通信速度 10 Mbps および 100 Mbps 

通信方式 全二重通信および半二重通信 

  

３.８.２ 設定項目 

   ＳｉＯ－Ｘ ＰｒｏｇｒａｍｍｅｒからＳｉＯ－Ｘコントローラの、ＩＰアドレス、サブネットマ

スク、デフォルトゲートウェイ、ポートＮｏを登録します。 

   ＩＰアドレスの取得方法を自動／手動どちらかを登録します。 

 ＩＰアドレス制限機能の無効／有効を登録します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

   IP アドレス制限機能では、SiO-X に接続可能な IP アドレスを制限することができます。 
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３.８.３ Ethernet ケーブルの接続 

    Ethernet コネクタへ Ethernet ケーブルを接続します。 

＊カチッと音がするのが正常な勘合です。 
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■ ■３.９ ＲＳ４８５通信について ■ ■ 

    ＳｉＯ－Ｘ/ＭｉＯタッチパネル(Item No.SUC-1021)を接続し、スイッチ操作やデータ表示 

    などを行います。 

    詳細は「ＳｉＯ－Ｘ/ＭｉＯタッチパネル 取扱説明書」「SiO-X TP Screen Selector 取扱

説明書」を参照ください。 

    ＊ＳｉＯ－Ｎ１、ＳｉＯ－Ｎ３、ＭｉＯとは通信できません。 

 

３.９.１ 主な機能 

    ①SiO-X コントローラの状態確認  

     SiO-X の入出力状態や、接続されている周辺機器の状態、受信データの確認ができます。 

    ②各種変数の変更 

     TP フラグや TP 変数など、プログラムの条件に設定できる値を変更できます。 

    ③タイマ・カウンタ値の表示 

     タイマ、カウンタの値を表示します。 

 

３.９.２ ＳｉＯ－Ｘ/ＭｉＯタッチパネルの接続 

    ４８５通信コネクタへケーブルを接続します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ＊奥までしっかり差し込んでください。 
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■ ■３.１０ ｍｉｃｒｏ ＳＤカードについて ■ ■ 

   

    ｍｉｃｒｏ ＳＤカードへ入出力状態などを保存することができます。 

    ＊ｍｉｃｒｏ ＳＤカードは内蔵されていません。 

    ＊弊社指定のｍｉｃｒｏＳＤカード（SUC-1019）をご利用ください。指定以外の製品の場合、 

     正しく書き込めない可能性がございます。詳しくは「５．オプション」を参照ください。 

 

３.１０.１ 設定項目 

    ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒから保存条件、項目等を登録します。 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

    詳細は「ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ通信取扱説明書」を参照ください。 

 

    はじめて保存する時に「ＳｉＯ－Ｘ」フォルダが生成され、フォルダ内に「LOG1.CSV」 

    ファイルが生成されます。 

    「１行あたりの文字数」を変更すると、次の保存時にそれまでのファイルは別名で保存され 

    ます。新規に「LOG1.CSV」ファイルが生成されそちらへ保存します。 

 

    ＊ｍｉｃｒｏ ＳＤカードが挿入されている状態では、保存条件を登録していない場合でも 

     以下のタイミングでｍｉｃｒｏ ＳＤカードへの保存が行われます。 

     ・ＲＵＮ ＯＮ/ＯＦＦが切り替わった時 

     ・ＥＭＧ状態になった時 

     ・ＥＭＧ状態がＲＥＳＥＴされた時 

 

    ＊ｍｉｃｒｏ ＳＤカードへの書き込み間隔が１秒未満の場合、正しく書き込みが 

     できない可能性があります。 



 SiO-X Controller 

SUS Corporation 3-25 

 

３.１０.２ ｍｉｃｒｏ ＳＤカードの挿入・取り出し 

    挿入 

     microSD 挿入口へｍｉｃｒｏ ＳＤカードを挿入します。 

     カチッと音がするまで、マイナスドライバー等で奥に押し込んでください。 

  

 

 

 

 

    ＊表裏、上下が逆の状態で無理に挿入しないでください。ｍｉｃｒｏ ＳＤカードが 

     破損することがあります。 

 

    取り出し 

    マイナスドライバー等で奥に押し込んでいくとカチッと音がします。そこからゆっくり戻す 

    とカードが出てきます。 

    ＊ＬＥＤ点灯中に取り出すとデータが破損することがあります。 

     必ず電源をＯＦＦにしてから挿入・取り出しを行ってください。 

 

３.１０.３ ＳＤログ保存間隔について 

    ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒのパラメータタブで、ＳＤログの保存間隔時間を設定で 

    きます。ｍｉｃｒｏ ＳＤカードにログを送信してから設定時間の間、ログが保存されなく 

    なります。 

    ログの書き込みが上手くいかないとき、保存間隔時間を長めに設定してください。 

    初期値は 0.5 秒となっています。「３．１３ コントローラ動作間隔設定」も参照ください。 
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■ ■３.１１ コントローラアップデート ■ ■ 

   コントローラのファームウェアバージョンが最新でない場合、 

   ファームウェアデータをダウンロードすることで、コントローラがアップデートできます。 

   ＊コントローラが故障する可能性がありますので、必ず手順に従って実行してください。 

 

   詳細なアップデート方法は「ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ取扱説明書」を参照ください。 

   当社ホームぺージよりダウンロードしてご利用いただけます。https://fa.sus.co.jp/ 

 

【アップデートの流れ】 

   ホームページより「ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ」と「コントローラの最新バージョン 

   ファイル」（.siof）をダウンロードください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   「ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ取扱説明書」にて、手順を確認したうえで、ＳｉＯ－Ｘ  

   Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒの USB 通信にて、コントローラアップデートを行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

USB 書き込み 

siof ファイル 

https://fa.sus.co.jp/
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■ ■３.１２ コントローラ内時刻 ■ ■ 

   SiO-X コントローラでは、コントローラ内に時計があります。 

 

   ・バックアップ電源について 

    コントローラ電源をＯＦＦした際、バックアップ電源によりコントローラ内の時計は 

    時刻を刻み続けます。 

    継続期間の目安は２週間程度となります。 

    ＊使用環境などでも変化しますので、継続期間の保証は致しかねます。 

   ・設定方法 

    ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒのパラメータの時刻設定よりコントローラの時刻を 

    登録＆確認が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・精度について 

    4 週間の動作で 10 秒ほどのずれが生じます。定期的に時刻の登録を行ってください。 

 

   ・対応期間について 

   コントローラ内時計は２０００年１月１日０時０分～２０９９年１２月３１日２３時５９分 

   の範囲でのみ動作が可能となります。 

   ２０９９年１２月３１日２３時５９分を超えてしまった場合は、２０００年１月１日０時０分 

   に戻るようになっています。 

 

   ・時刻リセット 

    バックアップ電源が切れてしまった場合は、コントローラの電源を入れた際、 

 ALM LED、RS232C LED、SiO Network LED、Barcode LED、SD LED が３回点滅します。 

 

 

 

 

 



 SiO-X Controller 

SUS Corporation 3-28 

 

３.１２.１ 時刻の補正値について 

  時刻のずれが気になる場合は設定をおすすめします。 

  時刻のずれは動作環境により、異なります。実際に動作させ、1日のずれを確認ください。 

 

 









例:  1. 12 時 0 分 0 秒で時刻を登録する。 

     2. 1 週間コントローラ（CT）を動作させる。 

   3. PC 時刻と比較し、「PC：12 時 0分 0秒」「CT：12 時 0 分 7 秒」の場合は 

      1 日１秒進むと設定する。 

 

  ＊補正値は複数回登録を行うと、その分ずれていきます。 

   例： 「0.4 秒進む」を 2回登録した場合、「0.8 秒進む」に対応した補正値になります。 

   

 

 

一般的なオフィス環境下では、「0.4 秒進む」を目安としてください。 

弊社環境で実測した値と理論値を加味した値となっています。 

＊出荷時は補正値は 0秒となっています。 
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■ ■３.１３ コントローラ動作間隔設定 ■ ■ 

 

   SiO-X コントローラでは、SiO-X Programmer によって、以下の機能の動作間隔を設定する 

   ことが出来ます。 

   ・シリアルコマンド送信 

   ・バーコード読み取り 

   ・SD ログ保存 

 

   データの一部が消えてしまったり、他の動作に影響が出た場合は、動作間隔を長めに設定して 

   ください。 

 

 

   推奨値は以下の通りです。 

   シリアルコマンド送信 ：0.5 秒 

   バーコード読み取り  ：0.5 秒 

   SD ログ保存   ：0.5 秒 

 

   ＊上記の数値より短い間隔で動作させた場合、正しくデータの受け取りができない場合が 

    ございます。 
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■ ■３.１４ 照合テキスト ■ ■ 

照合テキストは「バーコードリーダで読み込んだデータ」、「シリアル通信受信データ（文字列）」

と照合ができます。 

 

 

 

 

 

 

  ＊ＴＰバーコードは「ＳｉＯ－Ｘ ＴＰ ＳｃｒｅｅｎＳｅｌｅｃｔｏｒ取扱説明書」を参照ください。 

＊Ｅｔｈｅｒバーコードは「Ｅｔｈｅｒｎｅｔ通信取扱説明書」を参照ください。 

 

３.１４.１ 照合テキストマスタ 

設定した項目の条件が満たされると、スキャンデータを「照合テキストマスタ」に登録する

ことができます。 

    また、設定した条件で照合テキストマスタの初期化が可能です。 

    初期化されると、照合テキストマスタ初期化信号が ONになります。 

    ＊スキャンしていない、もしくは最終スキャンデータ初期化を行った状態で 

照合テキストマスタ登録条件が一致すると、照合テキストマスタに 

初期化されたデータが登録されます。 

    ＊照合テキストマスタにデータが無い状態で照合テキストマスタ初期化条件が一致しても 

     照合テキストマスタ初期化信号は ONしません。 

 

３.１４.２ 照合テキストログ 

条件が一致すると、スキャンデータを「照合テキストログ」に登録することができます。

登録された照合テキストログは、ＳＤカードにログ保存できます。 

    また、設定した条件でログの初期化が可能です。 

    ログが初期化されると、照合テキストログ初期化信号が ONになります。 

    ＊照合テキストログにデータが無い状態で照合テキストログ初期化を行っても 

     照合テキストログ初期化信号は ON しません。 
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４ ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ 

   ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒは、プログラムを設定することが可能です。 

   弊社Ｗｅｂサイトよりダウンロードして無償でご利用いただけます。  

   https://fa.sus.co.jp/products/sio/ 

 

   ＊ＰＣとの通信にはＵＳＢケーブル（microB USB2.0）が必要です。対応ＯＳ等の使用環境、 

    操作方法は弊社Ｗｅｂサイトおよび「ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ 取扱説明書」で 

    ご確認お願いします。 

 
 

  【主な機能】 

① プログラム編集 

出力のＯＮする条件を設定します。 

編集したプログラムは、ファイルに保存したり、印刷することができます。 

 

② 入出力状態の確認 

    入出力の状態を表示します。 

 

③ コントローラから読み込み、コントローラへ登録 

    プログラムの読み込み、登録を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://fa.sus.co.jp/products/sio/
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   ＵＳＢケーブルの接続 

    ＵＳＢコネクタへ、ＵＳＢケーブルを接続します。 

    ＵＳＢコネクタはＭｉｃｒｏＢ（ＵＳＢ２．０）です。 

    ＵＳＢ通信を行う場合、ＵＳＢドライバをインストールする必要があります。 

    ＵＳＢドライバのインストール方法は下記の取扱説明書を参照ください。 

     → 「ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ 取扱説明書」 

 

 

ＳｉＯ－Ｘ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＵＳＢ通信後、コントローラ本体の電源ケーブルを抜き、電源を切ってから 

ＵＳＢケーブルを抜いてください。 
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５ オプション 

 

■ ■５.１ ＳｉＯコントローラ共通オプション ■ ■ 

   ＳｉＯコントローラに対応したオプションを多数ご用意しております。 

   （各種端子台、入出力機器、各種ケーブル、コネクタ単品、など） 

 

   詳細は、下記当社ホームページを参照ください。 

 

   当社ホームページ https://fa.sus.co.jp/products/sio/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://fa.sus.co.jp/products/sio/


 SiO-X Controller 

                                                                               SUS Corporation  5-2 

 

■ ■５.２ ＳｉＯ－Ｘコントローラ専用オプション ■ ■ 

 

・ＳｉＯ－Ｘ用 232C 通信ケーブル Ｄｓｕｂ９ピン＜ＳＵＣ－１００９＞ 
 ＳｉＯ－ＸコントローラとＤｓｕｂ９ピンコネクタ対応機器と２３２Ｃ通信を 
行う際にご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＳｉＯ－Ｘ用 232C 通信ケーブル＜ＳＵＣ－１０１０＞ 
 ＳｉＯ－ＸコントローラでＤｓｕｂ９ピンコネクタ非対応機器と２３２Ｃ通信を 
行う際にご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※接続先 Tx(SD)と Rx(RD)が逆の場合アカとシロの線を入れ替えてください。 
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・ｍｉｃｒｏ ＳＤカード１２８ＧＢ＜ＳＵＣ－１０１９＞ 

 ＳｉＯ－Ｘコントローラのログ機能を使用する際にご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・バーコードリーダ（有線）＜ＳＵＣ－１０２３＞ 

 ＳｉＯ－Ｘコントローラのバーコード機能を使用する際にご利用ください。 

 

 

・カードリーダ＜ＳＵＣ－１０８２＞ 

 ＳｉＯ－Ｘコントローラのバーコード機能を使用する際にご利用ください。 
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６ トラブルシューティング 

    動作しない、動作するが以前と動きが違う等、異常が見られる時は、以下項目のチェックを 

    お願いします。 

■ ■６.１ 基本動作 ■ ■ 

現象１ コントローラに電源が入らない 

チェック

項目 

・コントローラの電源表示灯は点灯していますか？ 

 電源はＤＣ２４Ｖ ０．３Ａを供給してください。 

 

ＤＣ２４Ｖが供給されていて、電源表示灯が点灯していない場合は、内部の 

ヒューズが破断している可能性があります。弊社までご連絡ください。 

 

現象２ コントローラが動作しない。 

チェック

項目 

・ＲＵＮスイッチはＲＵＮになっていますか？ 

 ＲＵＮスイッチをＲＵＮにしてお試し下さい。 

 

・非常停止状態になっていませんか？  

 確認方法と解除方法は、「３．５．２非常停止について」および、 

「３．５．３ リセット(非常停止状態解除)について」を参照ください。 

 

 

現象３ 入出力が正常に動作しない 

チェック

項目 
・接続している機器の配線をお確かめください。 

 

現象４ ＵＳＢ通信ができない。 

チェック

項目 

・ＵＳＢケーブルの確認、ＰＣのＵＳＢポートの変更をお試し下さい。 

 

・一度コントローラの電源をＯＦＦにして再度ＯＮにしてから 

もう一度お試し下さい。 

 

・ドライバはインストールされていますか？ 

詳しくは SiO-X Programmer の通信に失敗する場合を参照ください。 

 

 

現象５ 出力しない。 

チェック

項目 

・負荷短絡していませんか？ 

 

・定格以上の電流が流れていませんか？ 

 

・リレーの場合逆起電力吸収用ダイオードが接続されていますか？ 

 

・電磁弁の場合サージ電圧保護回路付きですか？ 
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現象５ 出力しない。 

チェック

項目 

・e‐con ケーブルの被覆をむいてませんか？ 

 

・本体の ID が 0 以外になっていませんか？ 

 単体で使用の際は IDを 0 にしてご使用ください。 

 

・非常停止状態になっていませんか？ 

 非常停止状態の場合、コントローラは出力しません。 

 確認方法と解除方法は、「３．５．２非常停止について」および、 

「３．５．３ リセット(非常停止状態解除)について」を参照ください 

 

・本体の ID が 0 以外になっていませんか？ 

 ID スイッチが 0以外だと正常に動作しません。 

 

 

現象６ コントローラが正常に動作しない。 

チェック

項目 

 

・ＵＳＢケーブルの抜差は SiO-X コントローラの電源を 

ＯＦＦにしてから行ってください。 

 

・電源容量は０．３Ａが必要です。 

弊社ＡＣアダプタを使用されていない場合は、電源容量をご確認ください。 

 

・各コネクタを一度抜き、再度挿し直しをしてみてください。 
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■ ■６.２ シリアル通信(RS232C 通信)  ■ ■ 

 

現象１ シリアル通信ができない。 

チェック

項目 

・ケーブルの接続状態を確認してください。 

 

・通信設定は正しいですか？もう一度ご確認ください。 

 

・送信コマンドのタイミング、応答文字数等は正しいですか？ 

もう一度ご確認ください。 

 

・通信コネクタの配線は正しいですか？ 

「３．６．３ ２３２Ｃ通信コネクタ」を参照のうえ、ご確認ください。 

 

・ＲＵＮスイッチはＲＵＮになっていますか？ 

 ＲＵＮスイッチをＲＵＮにしてお試し下さい。 

 

・非常停止状態になっていませんか？ 

 非常停止状態の場合、シリアル通信はできません。 

 

 確認方法と解除方法は、「３．５．２非常停止について」および、 

「３．５．３ リセット(非常停止状態解除)について」を参照ください。 

 

 

現象２ シリアル通信中にＡＬＭが点滅した 

チェック

項目 

・シリアル通信のエラーが発生した可能性があります。 

 ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒのモニタ機能を使って、以下の項目が 

ＯＮになっていないか確認してください。 

・切り出しエラー 

・機器アラーム 

・シリアルタイムアウト 
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■ ■６.３ バーコード ■ ■ 

 

現象１ バーコードリーダと通信できない 

チェック

項目 

・ケーブルの接続状態を確認してください。 

 

・ＲＵＮスイッチはＲＵＮになっていますか？ 

 ＲＵＮスイッチをＲＵＮにしてお試し下さい。 

 

・非常停止状態になっていませんか？ 

 非常停止状態の場合、シリアル通信はできません。 

 確認方法と解除方法は、「３．５．２非常停止について」および、 

「３．５．３ リセット(非常停止状態解除)について」を参照ください。 

 

・micro USB が接続中の場合、バーコードリーダを接続すると、うまく通信が

できない場合がございます。 

必ず micro USB を抜いた状態でバーコードリーダを接続してください。 

 

 

現象２ 読み込んだデータとコントローラの表示が合わない 

チェック

項目 

・バーコードリーダの言語設定とコントローラの設定は同一ですか？ 

 言語設定が違うと一部記号の表示が異なります。 

 

・読み取り間隔が短いとデータが抜け落ちる可能性がございます。 

 1 秒以上間隔をあけて読み込んでください。 

 

・バーコードリーダのキャラクタ間ディレイの設定を確認してください。 

 １０ms以下の場合、データが正しく受け取れない可能性があります。 

 

 

 

■ ■６.４ Ｅｔｈｅｒｎｅｔ通信 ■ ■ 

 

現象１ Ethernet 通信ができない。 

チェック

項目 

・ケーブルの接続状態を確認してください。 

 

・Ether 設定は正しいですか？もう一度ご確認ください。 

  IP アドレスやポート N0 が間違っていると通信できません。 

 

・お使いのハブやルーターの設定は正しいですか？もう一度ご確認ください。 

 

・送信コマンドは正しいですか？もう一度ご確認ください。 
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■ ■６.５ ＲＳ４８５通信 ■ ■ 

 

現象１ RS485 通信ができない。 

チェック

項目 

・ケーブルの接続状態を確認してください。 

 

・RUN は ON になっていますか？ 

 

・非常停止状態になっていませんか？ 

 非常停止状態の場合、RS485 通信はできません。 

 確認方法と解除方法は、「３．５．２非常停止について」および、 

「３．５．３ リセット(非常停止状態解除)について」を参照ください。 

 

 

■ ■６.６ ｍｉｃｒｏ ＳＤカード ■ ■ 

 

現象１ ｍｉｃｒｏ ＳＤカードに書込ができない。 

チェック

項目 

・ｍｉｃｒｏＳＤカードは正しく挿入されていますか？ 

もう一度ご確認ください。 

 

・ｍｉｃｒｏＳＤカードの内容を読込していませんか？ 

読込中は書込を行いません。 

  

 

現象２ ｍｉｃｒｏＳＤカードの内容の読込ができない。 

チェック

項目 

・ｍｉｃｒｏＳＤカードは正しく挿入されていますか？ 

もう一度ご確認ください。 

 

・ｍｉｃｒｏＳＤカードに書込を行っていませんか？ 

書込中は読込を行いません。 

 書き込み頻度が高いと読み込めない可能性が高くなります。 

 ご注意ください。 

 

 

現象３ ｍｉｃｒｏＳＤカード書込/読込中にＡＬＭが点灯した 

チェック

項目 

・ｍｉｃｒｏＳＤカードの容量は十分に空いていますか？ 

 容量不足の場合、ＡＬＭが点灯し、動作停止します。 

 

・ｍｉｃｒｏＳＤカードは挿入されていますか？ 

 ｍｉｃｒｏＳＤカードが無い状態で読込/書込を行うとＡＬＭが点灯し、動

作停止します。 

 

ＡＬＭを消すには問題を解消したうえで電源を再起動してください。 
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■ ■６.７ コントローラアップデート ■ ■ 

 

現象１ コントローラアップデートができない。 

チェック

項目 

・「コントローラの最新バージョンファイル」（.siof）をもう一度ダウンロー

ドしてください。 

 

・公式ホームページをご確認ください。 

 ＳｉＯ－Ｘ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒのバージョンが更新されている場合が 

ございます。 

siof ファイルと SiO-X Programmer は最新のものをお使いください。 

 

 

■ ■６.８ コントローラ内時計 ■ ■ 

 

現象１ 時間がずれている 

チェック

項目 

・電源を OFF の状態で 2週間経過すると 1秒程度のずれが生じます。 

 定期的に電源を入れ、SiO-X Programmer での時刻書き込みを行うことを 

 推奨しています。 

・1 日のずれを確認し、補正値をせっていしてください。 

 ずれを少なくすることが期待できます。 

 「３．１２．１ 時刻の補正値について」を参照ください。 
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７ 仕様 

■ ■７.１ ＳｉＯ－Ｘ３ 仕様 ■ ■ 

型式 ＳｉＯ－Ｘ３ 

取付方式 ＧＦ（Ｎ） ／ ＤＩＮレール 

電源電圧 DC24V±10％ 0.3A  DC プラグ：5.5mm×2.1mm 

入出力点数 
入力：18 点(うち IN：16 点 EMG：1 点 RESET：1 点)   

出力：16 点 

入力仕様 DC24V±10％    7mA/DC24V 無電圧接点入力(NPN) 

出力仕様 DC24V±10％  100mA/DC24V ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ(NPN) 

プログラム方式 
作成：専用ＰＣソフトによる選択式プログラム（無償ダウンロード） 

言語：ＳＵＳオリジナル 

通信仕様 

USB2.0 仕様準拠/micro-B タイプ 

485 通信：ＳＵＳオリジナル ＊ＳｉＯ－Ｘ ＴＰ使用時のみ使用 

RS232C 通信：  通信速度    ：2400、4800、9600、19200、38400 

データビット長 ：7、8 

ストップビット長：1、2 

パリティチェック：なし、奇数、偶数 

タイムアウト設定：1～60 秒 

エラー判断文字 ：最大 10 文字を設定 

Ethernet 通信：           通信速度：10 Mbps および 100 Mbps 

      通信方式：全二重通信および半二重通信 

使用環境 
温度-10～40℃ 湿度：35～85％RH 結露のないこと 

屋内で直射日光のあたらない所 

使用雰囲気 腐食性ガス・オイルミスト・引火性ガス・粉塵のない場所で動作可能 

ＲｏＨＳ対応 鉛フリー対応、ＲｏＨＳ指令対応 

重量 約３０４ｇ 

 

■ ■７.２ ＳｉＯ－Ｘ３ 外形寸法図 ■ ■ 
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改版履歴 

版 年 月 日 内  容 変更ページ 

1.0 ‘24/04/26 第１版 制定  

1.1 ‘25/01/31 SiO-X3Ver1.20 対応 全ページ 

1.2 ‘26/01/07 SiO-X3Ver1.30 対応 全ページ 

 


